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1によって一屑能率を向上し，荷役設備關係を最､意

能率よい様に配備して船の稼動率を高め，居住に、

開する凡ゆる施設を豪華よりも能率本位にし,衛
生的にして船員の活動能力を十分保持し得る*熟こ

すく首である．最近の日本船舶の現状かご見て，
賀の向上によって優秀な船を遥らねばならす．，徒
らに昔の豪華さのみに走って不釣合な船にするこぎ

船型學や推進抵抗に關する理論及び寅際は現在
｜
｜

’

まで相當 に進歩し，かつての日本造船能力の優秀

さを誇ってゐすこのであるが，世界の進船と海運の
L●

發逹はここ数年の間に更に飛躍し↑こことは當然

で，日本の造船技術･も從來の線に止まらず更に進

せねばならないと恩ふ．其中で特に必要と恩は

るものば;船を如何に能奉よく使用するかの問

歩せねば江

れ

とは大いに注意すべきであらう．船の艤装が本當
の意味で立派に完備されることを望んでやまな
い．琴

題であらうと思ふ．即ち船の識装を如何にすべき

かが最‘も重要である．航海溌器類の完備によき銃
、．

敏な行動，電氣設備を船内くまなく完備すること

ウ

一

－一一一言-一一一一一一~一

目

、
１
１
１

１
更
１
１
１
・
一

次
’

新造船寓虞集No.4／ 、

海運人の立場と技術の問題（鐡山渉〕…‘
諭溌一外國船の償入～の期緋“…．．……
談中抗行.と鐘新の航海計器（井關黄〕…・
ガ桑タービンの發途蝿永研一郎〕……･‘
アメリカのガス’－ピン發逢の現職（平

２
３
４
７
９
ｎ
週
躯
五
超
廻
虹
翠
型
鯛
諏
錘
詔
鏥
鉛
額
如
一

‐
Ｉ
卜
‐
‐
・
・
●
◆
●
．

1

1

‘員延･…

岡睡助）
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